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平成１5年　７月　７日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

新規リチウム系高容量水素貯蔵材料の開発に世界で初めて成功

　広島大学自然科学研究支援開発センターの藤井博信教授と市川貴之助手らが， 既
存の水素吸蔵合金の３倍に相当する多量の水素を２００℃以下の温度で吸蔵・ 放出さ
せることに世界で初めて成功しましたのでお知らせいたします。 

【お問い合わせ先】

広島大学自然科学研究支援開発センター長

　　　　　　　教授　藤　井　博　信

ＴＥＬ：（０８２４）２４－６５５１

（ダイヤルイン）

ＦＡＸ：（０８２４）２４－０７５７

E-mail：hfujii@hiroshima-u.ac.jp

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］
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２００３年７月７日

報道機関各位

広島大学自然科学研究支援開発センター

新規リチウム系高容量水素貯蔵材料の開発に
世界で初めて成功

１．概要

　広島大学自然科学研究支援開発センターの藤井博信教授と市川貴之
助手らは， 市販されているリチウムアミド（LiNH2）と水素化リチウム
（LiH）の１：１の混 合物に，少量の触媒金属を添加し，水素ガス雰囲気中
でボール・ミルすることに よってナノ複合化すると，既存の水素吸蔵合金
の３倍に相当する多量（～６質量 ％）の水素を，150～200℃の低温で吸
蔵・放出させることに成功した。水素吸蔵・ 放出反応は，従来のアラネー
ド水素化物（NaAlH4）に比べて格段に速く，その吸 放出サイクル特性も
優れているので，今後，実用化研究へ発展させる。研究成果 は平成15
年7月13日からアメリガで開催されるゴードン・リサーチ会議において 発
表される。

２．背景

　水素は再生可能なクリーンエネルギーとして注目され，燃料電池自動
車や家庭 用のオンサイト発電などへの利用を目指した研究開発が世界
的規模で進められて いる。そうした中で高容量水素吸蔵材料は，水素の
貯蔵・輸送技術としてのキー マテリアルとして位置付けられ，世界中で
開発競争が展開されている。
　昨年の１１月，シンガポール大学の Chen 教教放
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